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富山市空き家再生等推進事業補助金について

空き家の活用を促進するため、地域の活性化や地域課題の解決を目的とした空き家の改修

工事や除却工事等を行う事業主体に対し費用の一部を助成する制度を平成 30 年 7 月 1 日よ

り施行しました。 

１．背景 

 今後は人口減少や高齢化の進行により、利活用されていない空き家が増加することが予

想されます。また、住宅需要の減少に伴い空き家を住宅以外の用途として活用することも

重要であると考えられます。このことから、「富山市空家等対策計画」では、基本方針の

一つとして「空き家の利活用の促進」を設定し、支援策の検討を行ってきました。 

本市の空き家対策の基本方針と施策の方向性

《基本方針》 《施策の方向性》 

家屋の長寿命化の促進 

所有者の責務についての意識の醸成 ②空き家化の予防 

空き家情報データベースの整備と有効活用 ①空き家に関する実態把握 

中古住宅の流通促進

地域特性に応じた空き家の利活用の促進

地域の課題解決に向けた空き家の利活用の促進

④空き家の利活用の促進 

空き家所有者への情報提供 

地域との連携による空き家の維持管理への機運の醸成

民間事業者、NPO などとの連携による維持管理の取り組み促進

③空き家の適正な維持管理の促進 

空き家の除却に関する対応策の検討

住民からの通報・苦情の受付体制の整備

安全代行措置による問題の解消

「特定空家等」の認定、措置

苦情が寄せられた空き家所有者に対する連絡・助言

⑤問題のある空き家への対応 

外部の専門家などとの連携による相談体制の整備

庁内の相談体制の整備⑥空き家に関する相談体制の整備 
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２. 富山市空き家再生等推進事業補助金の内容について 

（１）対象空き家 

 補助対象となる空き家は、補助金申請時に使用されておらず、かつ、今後も使用される

見込みのない住宅または建築物です。ただし、アパートの空室等の賃貸用の住宅や、建売

住宅等の売却用の住宅を除きます。 

（２）対象地域 

 補助対象地域は、富山市全域とします。 

（３）補助対象者 

 補助対象者は、補助対象物件が存する町内会等または、市内に活動拠点を有する法人や

団体、個人とします。

（４）対象事業 

  ①空き家の改修 

 空き家を改修する場合の補助対象事業は、空き家を改修し改修後の建物を次の用途に活

用する事業とします。ただし、地域コミュニティの活性化や地域課題の解決を目的とした

事業に限ります。

・子育て支援施設 

・交流施設    等

  ②空き家の除却 

 空き家を除却する場合の補助対象事業は、空き家を除却し除却後の跡地を次の用途に活

用する事業とします。ただし、地域コミュニティの活性化や地域課題の解決を目的とした

事業に限ります。

・ポケットパーク 

・コミュニティガーデン 

・鉄道やバスなどの待合所 等

（５）対象経費 

  ①空き家の改修 

   空き家を改修する場合の補助対象経費は、空き家の取得、増築、改築工事に要する費

用とします。ただし、用地取得費は除きます。 

  ②空き家の除却 

   空き家を除却する場合の補助対象経費は、空き家の除却工事に要する費用とします。 
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（６）補助率、限度額 

  ①空き家の改修 

   空き家を改修する場合の補助率は、対象経費の 2/3 とし、限度額は 500 万円です。 

  ②空き家の除却 

   空き家を除却する場合の補助率は、対象経費の 4/5 とし、限度額は 160 万円です。

（７）活用期間 

   補助対象事業の実施後、改修後の建物については 10 年以上、除却後の跡地等につい

ては 5年以上補助金を受けた用途で継続的に活用する必要があります。 

（８）その他要件 

   空き家を改修する場合、改修後の施設は現行の耐震基準に適合する必要があります。 

   また、補助対象事業を実施することについては、補助対象物件が存する町内会に事前

に説明を行い、理解を得るよう努める必要があります。 

事業実施例

制度の詳しい要件や申請書類については、市ホームページで公開しております。また、

空き家所有者等に向けたチラシもございますので、ご活用ください。 

ホームページＵＲＬ：

http://www.city.toyama.toyama.jp/katsuryokutoshisouzoubu/kyojutaisakuka/akiya-taisak

u/akiya05.html
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